

(8)　障害者への配慮について
１　全国調査結果に基づく博物館における障害者対応の現状について

誰にもやさしい博物館づくり事業　バリアフリーのために（平成17年3月財団法人日本博物館協会）のうち、筑波大学大学院　鳥山教授の全国アンケート調査結果より抜粋

(1)調査実施の概要

■調査時期：平成16年8月　　■調査対象：（財）日本博物館協会に所属1156館・園

■回収状況：873館・園（回収率75.5％）

　
(2)調査結果の概要
■視覚以外の方法（手で触る、においを嗅ぐ、音を聞く、体で体験する等）で観察・鑑賞できる展示物があるか。
○ ある　　43.8％（382館）　
○ ない　　55.4％（438館）

■視覚に障害のある人が展示物を観察・鑑賞するための支援を行っているか。

○ している　　21.4％（187館）　
○ していない　72.9％（636館）

■一般来館者に展示の解説をしているか。

○ している　　63.3%（553館）
○ していない　31.5%（275館）
	■館内のバリアフリー設備について
	■バリアフリー意識を育てるための職員

及びボランティアの研修について

	
	


■ホームページについて

○ 開設している　　88.7％（774館）
○ 開設していない　11.0％（96館）

２　最近新設された科学館2館におけるバリアフリー化の状況

	項　目
	千葉市科学館（H19開館）
	静岡科学館る・く・る（H16開館）

	①コンセプト
	· 「人が主役」「参加体験型」
	· 「みる」「きく」「さわる」

	②来館時の事前連絡

· 来館するための事前連絡が必要かどうか
	· 事前の連絡は必要なく、来館時に対応している。

· 個人や小グループに対しては、来館時の申し出によりスタッフが個別対応をしている。（スタッフの通常業務に含んでいる）

· 団体の場合は、団体利用申し込み時の申し出により対応する。
	· 事前の連絡は必要なく、来館時に対応している。

· 連絡があれば、１階まで出迎えもしている。

	③常設展示の解説

· 一般来館者への展示解説があるかどうか

· あれば誰が解説するのか

· 解説用のパンフレットの用意があるか

· 音声ガイドがあるか
	· 科学コミュニケーター（注2）と呼ばれる職員が解説し、支援にあたる。

· 音声ガイドは設置していない。
· 点字パンフレットは作成していない。
	· 科学コミュニケーターと呼ばれる職員が解説し、支援にあたる。
· いくつかの展示には音声ガイドを設置している。
· 点字パンフレットは作成していない。

	④視覚以外でアクセスできる展示物

· 視覚以外の方法の展示物があるか

· その展示物の内容は何か

· 展示物の設置場所はどこか

· 視覚に障害のある人への支援を行っているか
	· ハンズ・オン（注3）の展示物が中心で、直接触るなどの体験ができる。視覚に障害のある人もいくつかの体験ができるようになっている。その際は、職員が支援をしている。

· プラネタリウムでは、骨伝導システム（注4）を導入し、聴覚に障害のある人への支援をしている。
	· 展示機器は、ほとんどが物理系のもので錯覚系のものになっている。

· 認知心理学の専門家がクリエーターとして計画に関わり、ハンズ・オンの展示が60近く設置している。危険なものはなく、障害のある人も体験しやすい。必要に応じ、職員が支援をしている。

	⑤館内設備

· 休憩室、車いす用トイレ、トイレ内の非常呼び出し装置

· 呼び出し装置の点字表示があるか

· トイレ内の水洗装置が視覚障害者にわかるか
	· 休憩室、車いすトイレの設置をしている。

· 車いすの貸し出しをしている。

· 館内の誘導表示は共用部分（エントランス、トイレ等）のみで展示スペースに設置していない。
	· 入口の案内板には点字での表示がある。
· 休憩室、エレベーターを設置している。

· 多目的トイレ（非常呼び出し装置あり）を設置している。

	⑥職員及びボランティアの研修

· 職員へのバリアフリー意識を育てるための取り組み

· スタッフは研修を受けてから業務に従事しているか
	· 内部で年８回のユニバーサル研修を行い、障害者への対応のスキルアップとガイドブック作成等の改善を行っている。
	· 年10回の自主的研修の中の１回として、障害者へのより良い対応について研修を実施した。障害者理解や障害者への対応の仕方について研修している。

· 視覚に障害のある人への対応が課題となっている。

	⑦ホームページ

· ホームページの開設

· ホームページでの障害者支援の活動
	· ホームページを開設しているが、障害のある人への支援については紹介していない。
	· ホームページを開設しているが、障害のある人への支援については紹介していない。


注1）「博物館における障害者対応に関する調査」（平成17年財団法人日本博物館協会）の質問項目を参考に聴取

注2）科学コミュニケーター：社会の多様な人々と科学技術に携わる人々とのコミュニケーションを
仲立ちする人（科学ジャーナリスト、理数科の教員、科学館の学芸員や解説員等）
注3）ハンズ・オン：じかに展示物、展示装置に触れて体験学習できるような相互作用的な展示の形態
注4）骨伝導システム：耳（鼓膜）から音を聞くのではなく、骨（頭がい骨）に振動を与え直接聴覚神経に伝える仕組み

３　高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準の抜粋

■建築物の用途別主なチェックポイント例
	
	設計上のチェックポイント

	展示場、又は博物館、美術館、図書館
	・展示物、書架などの間は十分な通路幅員を確保する。

・順路には段を設けない、段がある場合は傾斜路又は昇降機を設置する。

・視覚障害者（音声誘導など）、聴覚障害者用情報提供設備を設ける。
・展示物の説明については、音声、文字等の情報提供を行う。

・休憩場所、いすを適宜設ける。


出典：高齢者・障害者等の利用に配慮した建築設計標準改定検討委員会が策定
（平成19年　国土交通省）
４　ユニバーサル・デザインの原則について
出典：独立行政法人国立特殊教育総合研究所：ユニバーサル・デザインの原則http://www.nise.go.jp/research/kogaku/hiro/uni_design/uni_design.htmlより抜粋 

■ユニバーサル・デザインでは、製品や環境は、可能な限り最大限、改造や特別な設計を必要とすることなく、全ての人々にとって使いやすく設計する。
■ユニバーサル・デザインの７つの原則
①公平な利用
・どのようなグループに属する利用者にとっても有益であり、購入可能であるようにデザインする。
②利用における柔軟性
・幅広い人たちの好みや能力に有効であるようデザインする。
③単純で直感的な利用
・理解が容易であり、利用者の経験や、知識、言語力、集中の程度などに依存しないようデザインする。
④わかりやすい情報
・周囲の状況あるいは利用者の感覚能力に関係なく利用者に必要な情報が効果的に伝わるようデザインする。
⑤間違いに対する寛大さ
・危険な状態や予期あるいは意図しない操作による不都合な結果は、最小限におさえるようデザインする。
⑥身体的負担は少なく
・能率的で快適であり、そして疲れないようにデザインする。
⑦接近や利用に際する大きさと広さ
・利用者の体の大きさや、姿勢、移動能力にかかわらず、近寄ったり、手が届いたり、手作業したりすることが出来る適切な大きさと広さを提供する。

４　盲学校および高知ろう学校における理科教育の現状

	
	
	盲学校
	高知ろう学校

	特別支援学校学習指導要領より抜粋
	小・中学

部
	・各教科の目標、各学年の目標及び内容並びに指導計画の作成と内容の取扱いについては、小学校学習指導要領第2章（各教科）に示すものに準ずるものとする。指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱いに当たっては、児童生徒の障害の状態や特性等を十分考慮するとともに、特に次の事項に配慮するものとする。

・中学部は、小学部に準ずる。

	
	
	（1） 児童生徒が聴覚、触覚及び保有する視覚などを十分に活用

（2） 児童生徒の視覚障害の状態等に応じて、点字又は普通の文字の読み書きを系統的に指導

（3） 児童生徒の視覚障害の状態等に応じて、指導内容を適切に精選

（4） 触覚教材、拡大教材、音声教材等の活用
	（3） 児童生徒の聴覚障害の状態等に応じて、指導内容を適切に精選

（4） 補聴器等の利用により、児童生徒の保有する聴覚を最大限に活用

（5） 視覚的に情報を獲得しやすい教材・教具やその活用方法等を工夫

（6） 児童生徒の聴覚障害の状態等に応じ、音声、文字、手話等のコミュニケーション手段を適切に活用

	
	高等部
	・各教科の目標及び各科目の目標と内容については、当該各教科及び各科目に対応する高等学校学習指導要領第2章（普通教育に関する教科）及び第3章(専門教育に関する教科)に示す各教科の目標及び各科目の目標と内容に準ずる。

・生徒の障害の状態や特性等を十分考慮するとともに、特に次の事項に配慮するものとする。

	
	
	（1）生徒の視覚障害の状態等に応じて、点字又は普通の文字による的確な理解と適切な表現の能力を一層養う

（2）視覚的なイメージを伴わないと理解が困難
な事柄については、言葉の意味や用法の指導等を行い、理解を促す

（3）生徒の視覚障害の状態等に応じて、指導内容を適切に精選

（4）触覚教材、拡大教材、音声教材等の活用
	（3）生徒の聴覚障害の状態等に応じて、指導内容を適切に精選

（4）補聴器等の利用により、生徒の保有する聴
覚を最大限に活用

（5）視覚的に情報を獲得しやすい教材・教具や
その活用方法等を工夫

（6）生徒の聴覚障害の状態等に応じ、音声、文字、手話等のコミュニケーション手段を適切
に活用

	現状
	・実験室は整備され、理科の免許を持つ教員が配置されている。

・教科書は、拡大教科書や点字教科書を使用している。

・重複障害のある児童生徒が増えてきており、実験・観察を行うのは、難しくなってきている。

・実物や模型などに触れ、物の形や概観をつかむようにしている。

・可能な実験については、盲人用の電流計・電圧計・温度計（注1）などを用意して、行っている。
	・実験室は整備され、理科の免許を持つ教員が配置されている。

・通常の教科書を使って、授業を行い、教科書に応じて実験・観察を行っている。

・授業中の説明は、補聴器の活用や手話等で行っている。


注１）盲人用電流計・電圧計・温度計：デジタルで表示される測定値を音響式で読みとれるようにした器具。
解説を行う人：職員63.5%　　ボランティア6.7%





①資料の配布・回覧


②外部の研修会に出席


③内部の研修会の実施


④その他の取組の実施�
18.8%　


11.1%　


9.5%　


11.5%　�
�






（内訳）





視覚以外の方法�
％�
�
①手で触る


②体験する


③音を聞く


④においをかぐ


⑤味をみる�
33.8　


11.8　


10.5　


2.3　


0.5　�
�






支援方法�
％�
�
①触れる展示物を用意


②レプリカを用意


③別室での観察・鑑賞


④触図を用意


⑤その他�
17.2　


5.5　


3.6　


0.8　


5.3　�
�






①車椅子用トイレあり


②トイレ内の非常呼び出し装置あり


③休憩室あり


④非常呼び出し装置の点字表示あり


⑤視覚障害者への水洗装置説明あり�
78.9%　


58.8%　


33.0%　


3.7%　


3.7%　�
�






（内訳）





・解説用の点字パンフレットを用意している　　 6.1%


・解説用の音声ガイドを用意している　　　　　12.8%





（内訳）





障害者支援の活動の紹介をしている　　　 4.7%





（内訳）











1

